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介
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滋
賀
県
雪
野
寺
跡
の
測
量
調
査

岡菱

田村

哲秀

郎典

　
湖
東
平
野
を
貫
い
て
琵
琶
湖
に
注
ぐ
B
野
川
の
中
流
看
岸
に
欝
え
た
つ
雪

野
山
（
標
高
三
〇
八
・
八
m
、
通
称
竜
王
山
）
山
塊
の
西
南
麓
に
雪
野
寺
跡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
も
う
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
わ
も
り
　
ろ
く
じ

は
位
置
す
る
。
滋
賀
県
蒲
生
郡
竜
王
町
大
字
川
守
字
六
器
、
現
在
の
竜
王
寺

　
　
　
あ
み
ヒ
げ

お
よ
び
天
神
社
の
境
内
に
所
在
し
、
地
元
で
は
付
近
を
野
寺
と
呼
ん
で
い
る
。

　
一
九
二
〇
年
ご
ろ
か
ら
瓦
や
塑
像
な
ど
の
出
土
が
尊
意
を
ひ
き
、
一
九
三

四
・
五
年
、
粕
倉
亮
吉
を
担
当
者
に
日
本
古
文
化
研
究
所
が
発
掘
調
査
を
実

施
し
た
。
濁
年
に
わ
た
る
前
後
三
回
の
調
査
で
判
明
し
た
建
築
遺
構
は
、
乱

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

石
積
み
二
重
基
壇
を
も
つ
達
識
の
み
で
あ
っ
た
が
、
報
告
書
の
な
か
で
は
瓦

や
塑
像
の
散
布
状
況
か
ら
、
ほ
か
に
も
建
物
が
存
在
し
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
、

法
起
寺
式
伽
藍
配
置
の
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
遺
跡
は
そ
の
後
、
落
葉
に

厚
く
覆
わ
れ
、
遺
構
面
や
発
掘
時
の
排
土
が
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
保
存
さ
れ

て
き
た
。
一
九
八
三
年
三
月
二
八
日
に
は
滋
賀
県
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　
さ
て
、
一
九
三
四
・
五
年
の
発
掘
に
よ
る
田
土
遺
物
は
柏
倉
を
中
心
に
京

都
大
学
に
お
い
て
整
理
さ
れ
、
一
九
六
七
年
、
瓦
、
塑
像
、
風
鐸
な
ど
の
出

土
品
が
一
括
で
京
都
大
学
文
学
部
博
物
館
に
審
贈
さ
れ
た
。
京
都
大
学
文
学

鶴
考
古
学
研
究
室
で
は
、
一
九
八
七
年
秋
の
文
学
部
博
物
館
公
開
展
示
に
む

け
て
収
蔵
遺
物
の
総
合
研
究
を
テ
ー
マ
と
し
た
研
究
を
す
す
め
、
雪
野
寺
跡

の
出
土
遺
物
に
つ
い
て
は
、
全
国
的
に
み
て
も
質
、
量
と
も
に
豊
富
な
塑
像

自
体
の
分
析
と
そ
の
出
土
遺
構
の
性
格
を
掘
即
す
る
こ
と
を
重
要
な
課
題
の

ひ
と
つ
と
し
て
設
定
し
た
。
日
本
の
古
代
寺
院
に
お
い
て
、
塑
像
が
堂
塔
内

部
の
構
成
要
素
と
し
て
重
要
な
位
置
を
占
め
て
い
た
こ
と
は
法
隆
寺
の
例
か

ら
明
か
ら
で
あ
り
、
近
年
、
少
し
ず
つ
増
加
し
て
い
る
塑
像
の
出
土
例
を
集
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②

成
す
る
作
業
が
試
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
が
、
建
物
と
の
関
係
の
わ

か
る
出
土
状
況
が
実
際
に
発
掘
調
査
に
お
い
て
確
認
さ
れ
た
こ
と
は
こ
れ
ま

で
ほ
と
ん
ど
な
く
、
雪
野
寺
跡
も
例
外
で
は
な
か
っ
た
。
ま
た
、
七
世
紀
後

半
の
創
建
時
と
考
え
ら
れ
る
軒
瓦
は
、
同
じ
く
収
蔵
品
と
な
っ
て
い
る
京
都

府
高
麗
足
跡
と
共
通
す
る
川
原
寺
式
で
あ
り
、
伽
藍
配
置
も
共
通
す
る
可
能

性
が
あ
る
た
め
、
そ
れ
ら
を
総
合
的
に
把
握
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
。
し

’
か
し
上
述
の
よ
う
に
、
伽
藍
配
置
を
は
じ
め
遺
跡
全
体
の
状
況
が
十
分
に
明

ら
か
で
は
な
く
、
研
究
の
基
礎
と
な
る
べ
き
地
形
測
量
お
よ
び
寺
域
範
囲
の

・
確
定
す
ら
こ
れ
ま
で
全
く
行
わ
れ
て
こ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
当
研
究
室
で

は
学
生
の
実
習
を
か
ね
て
、
一
九
八
六
年
一
二
月
二
日
か
ら
一
九
日
ま
で

．
と
、
一
九
八
七
年
三
月
＝
ハ
日
か
ら
一
九
日
ま
で
の
二
回
に
わ
け
て
地
形
測

量
を
実
施
し
た
。
参
加
者
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

五
十
川
伸
矢
　
岡
本
健
一
　
岸
本
和
幸
　
岸
本
直
文
　
桑
原
久
男
　
高
善
雄

高
橋
克
寿
　
千
葉
豊
　
難
波
純
子
　
西
脇
対
心
夫
　
慶
川
守
　
宝
勢
千
鶴
子

不
破
隆
　
森
下
章
司
　
矢
野
健
一
　
吉
井
秀
夫

　
ま
た
測
量
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
竜
王
寺
住
職
仙
波
玄
俊
氏
、
川
守
区

長
森
島
小
市
氏
の
ご
快
諾
を
得
た
ほ
か
、
町
史
編
纂
室
小
森
太
三
郎
氏
、
滋

賀
県
教
育
委
員
会
丸
山
竜
平
氏
、
竜
王
町
教
育
委
員
会
、
滋
賀
県
教
育
委
員

会
文
化
財
保
護
課
、
京
都
大
学
埋
蔵
文
化
財
研
究
セ
ン
タ
ー
よ
り
数
多
く
の

ご
援
助
を
賜
わ
っ
た
。
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
た
い
。

　
今
回
の
測
量
調
査
で
は
、
一
九
三
四
・
五
年
の
調
査
以
来
、
埋
め
戻
さ
れ

ず
に
露
出
し
て
い
る
墨
跡
か
ら
始
め
、
周
辺
の
地
形
や
現
在
の
竜
王
寺
の
範

囲
を
手
が
か
り
に
、
約
一
五
〇
m
四
方
に
つ
い
て
地
形
図
を
作
成
し
た
。
コ

ン
タ
ー
は
五
〇
㎝
間
隔
と
し
、
歯
跡
周
辺
の
伽
藍
推
定
範
囲
に
お
い
て
は
こ

五
㎝
コ
ン
タ
ー
を
加
え
た
。
現
地
は
、
東
北
か
ら
西
南
に
か
け
て
傾
斜
す
る

斜
面
に
あ
た
り
、
ち
ょ
う
ど
塔
跡
を
境
に
西
側
と
南
側
と
が
平
坦
地
を
形
成

す
る
地
形
と
な
っ
て
い
る
。

　
塔
跡
は
、
報
告
書
の
記
載
ど
お
り
、
乱
石
積
み
の
基
壇
で
東
西
、
南
北
と

も
＝
二
m
余
を
計
り
、
西
面
お
よ
び
南
面
で
は
、
さ
ら
に
一
m
外
側
に
段
を

持
ち
、
基
壇
の
畳
縁
と
併
行
に
整
然
と
並
ぶ
石
列
が
確
認
で
き
た
。
礎
石
は
、

東
の
側
柱
列
三
個
、
西
の
側
柱
列
一
個
が
遺
存
し
、
南
北
の
柱
間
寸
法
は
三

二
・
四
m
等
間
で
あ
る
。
外
側
の
礎
石
列
か
ら
基
壇
の
端
ま
で
は
三
・
O
m

で
あ
る
。
礎
石
列
の
方
位
は
、
磁
北
か
ら
西
に
二
度
振
っ
て
い
る
が
、
基
壇

の
縁
辺
と
は
微
妙
に
異
な
っ
て
い
る
。
こ
の
基
壇
の
西
側
と
北
側
に
み
と
め

ら
れ
る
高
ま
り
は
、
発
掘
の
際
の
排
土
と
考
え
ら
れ
、
報
告
書
に
み
ら
れ
る

基
壇
中
央
の
大
き
な
穴
も
排
土
に
よ
っ
て
埋
め
立
て
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。
な
お
、
基
壇
の
東
側
と
北
側
は
茎
状
を
呈
し
、
そ
の
崖
面
か
ら
は
瓦

が
露
出
し
て
い
る
。
塔
跡
で
み
た
寺
院
創
建
期
の
地
表
面
が
続
い
て
い
る
と

す
る
と
、
こ
の
周
辺
は
か
な
り
大
量
の
土
砂
の
下
に
埋
も
れ
て
い
る
こ
と
が

推
測
で
き
る
。
塔
跡
の
東
や
北
で
比
高
が
高
く
な
っ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら

151 （657）
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K　　Ji2

横穴式石蜜

　　

@　
@　

@
＼
“
．
い

　　

@　

@
＼
＼

＼
い
い
い
、
腰

決ゴ
、、

一．一 奄撃n

』

ン
。
み
κ
・

r

XXXh
庫裏

　　　皆つ
　　　　g“r．9’1

　　　　欝
　　　　　；tfl

　　　　瓦，

く
東
北
か
ら
流
出
し
た
土
砂
の
た
め
で
あ
ろ
う
。

　
塔
跡
の
東
北
に
あ
る
A
地
点
で
は
、
発
掘
時
に
塑
像
が
多
蚤
出
土
し
た
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

と
か
ら
堂
宇
の
存
在
が
推
測
さ
れ
て
い
た
が
、
今
回
作
成
し
た
地
形
図
で
は
、

そ
の
痕
跡
は
み
と
め
ら
れ
な
い
。
A
地
点
に
は
、
堂
宇
の
焼
失
後
に
塑
像
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

集
め
て
埋
め
た
と
い
う
意
見
も
あ
り
、
建
物
以
外
の
可
能
性
に
つ
い
て
も
考

え
る
必
要
が
あ
る
。
ま
た
、
報
告
書
に
お
い
て
金
堂
跡
に
比
定
さ
れ
た
本
堂

の
北
側
に
つ
い
て
も
、
地
形
図
か
ら
は
明
確
な
証
左
を
得
な
い
。
現
状
で
は

か
な
り
平
坦
な
面
が
広
が
っ
て
い
る
が
、
瓦
や
礎
石
が
掘
り
出
さ
れ
た
と
い

　
　
⑤

う
記
録
も
あ
る
の
で
、
基
壇
が
削
平
さ
れ
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
。

　
塔
跡
の
爾
側
、
竜
王
寺
境
内
の
東
側
に
あ
た
る
部
分
は
、
一
角
が
墓
地
と

　
　
　
7
揚
、
ン

　
　
螺
　
拶

　
§
　
　
　
　
考

黙

図1雪野

し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
ほ
か
は
、
雑
木
の
生
い
茂
る
荒
れ
た
状
態
で
放
置
さ

れ
、
報
告
書
で
も
ほ
と
ん
ど
触
れ
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
が
、
寺
域
の
範

囲
や
伽
藍
配
置
を
推
定
す
る
う
え
で
重
要
な
部
分
と
考
え
、
測
量
の
際
に
注

意
し
た
と
こ
ろ
、
塔
跡
か
ら
二
〇
m
南
、
鐘
楼
の
東
側
で
、
高
さ
五
〇
㎝
弱

の
東
西
方
向
の
高
ま
り
が
み
と
め
ら
れ
た
。
そ
の
南
側
の
縁
に
は
石
列
が
約

一
〇
m
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
。
そ
の
方
位
は
、
壁
跡
で
み
た
雪
野
寺
の
方

位
と
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
が
、
塔
跡
基
壇
の
裾
の
石
列
と
組
み
方
が
似
て

い
る
。
こ
の
雲
列
の
西
の
延
長
は
、
池
の
北
岸
や
段
の
上
端
な
ど
、
現
在
の

境
内
の
施
設
の
ラ
イ
ン
に
よ
く
一
致
し
、
さ
ら
に
西
に
延
び
て
い
た
こ
と
が

窺
え
る
。
東
側
は
、
撹
乱
坑
や
現
代
の
瓦
の
堆
積
な
ど
に
よ
り
、
明
確
で
は

153 （659）



な
い
。
方
位
の
不
一
致
と
い
う
問
題
が
残
る
が
、
こ
の
東
西
方
向
の
高
ま
り

が
塔
跡
の
南
二
〇
m
に
位
置
す
る
点
る
考
え
る
と
、
こ
れ
が
雪
野
寺
の
回
廊

の
痕
跡
を
示
す
可
能
性
が
高
い
と
判
断
で
き
る
。
先
に
も
触
れ
た
よ
う
に
、

本
堂
の
北
側
で
礎
石
や
瓦
が
掘
り
出
さ
れ
た
こ
と
が
報
告
書
に
述
べ
ら
れ
、

塔
と
金
堂
が
東
西
に
並
ぶ
法
趨
寺
式
の
伽
藍
配
置
が
推
測
さ
れ
て
い
る
。
今

回
新
た
に
確
認
し
た
東
西
方
向
の
石
列
を
と
も
な
う
高
ま
り
が
回
廊
跡
と
す

れ
ば
、
柏
倉
亮
吉
の
推
測
と
も
一
致
す
る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て

は
、
発
掘
調
査
に
よ
る
遣
構
の
確
認
を
経
て
明
確
に
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
地
形
図
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
現
在
の
竜
王
寺
の
建
物
の
方
位
は
、
塔
跡

で
み
た
雪
野
寺
創
建
時
の
方
位
よ
り
も
西
に
傾
い
て
い
る
け
れ
ど
も
、
そ
の

南
辺
の
石
垣
や
道
路
の
ラ
イ
ン
は
、
む
し
ろ
雪
野
寺
創
建
時
の
方
位
に
近
い
。

そ
の
石
垣
の
北
側
で
は
、
幅
三
～
四
m
、
高
さ
○
・
五
～
～
恥
の
東
西
に
走

る
土
塁
状
の
高
ま
り
が
、
山
門
か
ら
石
垣
に
沿
っ
て
境
内
の
東
端
ま
で
五
〇

皿
余
に
わ
た
っ
て
存
在
す
る
。
そ
の
規
模
や
方
位
か
ら
、
あ
る
い
は
雪
野
寺

の
南
面
大
垣
に
関
わ
る
遺
構
の
痕
跡
か
と
推
察
さ
れ
た
。
ま
た
、
こ
の
土
塁

状
高
ま
り
か
ら
北
は
、
比
較
的
平
坦
で
比
高
差
が
少
な
い
の
に
対
し
、
そ
の

南
側
で
は
崖
状
に
大
き
な
段
差
が
あ
り
、
雪
野
寺
造
営
に
と
も
な
う
整
地
の

範
囲
の
南
限
と
考
え
ら
れ
る
。

　
寺
域
の
範
囲
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
南
辺
に
つ
い
て
南
面
大
垣
と
推
定
し

う
る
手
が
か
り
が
得
ら
れ
た
も
の
の
、
他
の
部
分
は
そ
れ
ほ
ど
明
確
で
な
い
。

北
辺
や
東
辺
は
、
お
そ
ら
く
大
量
の
土
砂
に
埋
も
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
、

地
形
に
は
痕
跡
を
と
ど
め
て
い
な
い
。
た
だ
、
竜
王
寺
の
東
に
接
し
て
位
置

す
る
天
神
社
の
参
道
が
雪
野
寺
跡
の
方
位
に
よ
く
一
致
し
、
そ
の
す
ぐ
東
側

が
急
な
傾
斜
地
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
、
寺
域
の
東
浄
を
あ
ら
わ
す
も
の
と

理
解
で
き
よ
う
。
西
辺
に
つ
い
て
も
、
消
極
的
な
が
ら
も
若
干
の
手
が
か
り

が
あ
る
。
塔
跡
か
ら
西
北
西
六
五
m
の
地
点
に
存
在
す
る
横
穴
式
石
室
が
そ

の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
雪
野
寺
の
創
建
時
に
は
す
で
に
こ
の
古
墳
が
存
在
し
、

寺
域
の
な
か
に
そ
の
ま
ま
取
り
込
む
こ
と
が
考
え
に
く
い
の
で
、
一
応
、
町

域
の
外
に
位
置
す
る
と
み
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
本
堂
と
庫
裏
の
西
側

で
は
南
北
方
向
に
コ
ン
タ
ー
が
走
り
、
石
垣
に
沿
っ
て
一
～
二
m
の
段
差
が

み
と
め
ら
れ
、
横
穴
式
石
室
の
存
在
と
あ
わ
せ
て
寺
域
の
西
辺
を
限
定
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
ろ
う
。
寺
域
の
東
西
を
こ
の
よ
う
に
決
め
得
る
な
ら
ば
、

そ
の
距
離
は
お
よ
そ
一
〇
六
m
、
約
一
町
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
同

様
に
南
面
大
垣
推
定
遺
構
か
ら
北
に
一
町
を
と
れ
ば
、
ち
ょ
う
ど
塑
像
の
出

土
し
た
A
地
点
の
す
ぐ
北
側
に
あ
た
る
こ
と
を
付
記
し
て
お
き
た
い
。

　
雪
野
寺
跡
は
、
一
九
三
四
・
五
年
の
調
査
の
直
後
か
ら
、
遅
霜
全
般
に
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

た
る
発
掘
調
査
の
必
要
性
が
説
か
れ
て
い
た
が
、
そ
の
後
半
世
紀
も
の
間
、

ほ
と
ん
ど
調
査
さ
れ
ず
に
今
日
に
至
っ
て
お
り
、
塑
像
の
出
土
地
点
の
性
格

や
金
堂
跡
の
存
否
な
ど
、
報
告
書
の
な
か
で
設
定
さ
れ
た
課
題
も
い
ま
だ
解
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決
さ
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。
一
方
、
雪
野
論
難
の
周
囲
で
は
、
雪
野
山
を
越

え
た
反
対
側
の
山
麓
、
現
在
の
蒲
生
町
横
谷
で
、
雪
野
寺
創
建
時
の
瓦
を
焼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

成
し
た
と
考
え
ら
れ
る
窯
跡
が
確
認
さ
れ
、
ま
た
、
雪
野
山
麓
の
群
集
墳
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

分
布
調
査
が
精
力
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
遺
跡
を
と
り
ま
く
環
境
が
か
な

り
明
ら
か
に
な
り
つ
つ
あ
る
。
今
回
の
測
量
調
査
で
は
、
塔
跡
の
南
側
や
南

辺
地
域
で
の
所
見
か
ら
、
回
廊
や
南
面
大
垣
な
ど
の
遺
構
の
存
在
す
る
可
能

性
が
推
測
さ
れ
、
寺
域
の
範
囲
に
つ
い
て
も
、
基
礎
的
な
デ
ー
タ
ー
を
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
結
果
、
解
明
す
べ
き
新
た
な
課
題
も
付
け
加
っ

て
い
る
。
雪
野
寺
跡
は
、
完
好
な
塑
像
が
大
量
に
出
土
し
た
と
い
う
、
き
わ

め
て
稀
な
例
で
あ
る
ば
か
り
で
な
く
、
遺
跡
自
体
が
か
な
り
良
好
な
遺
存
状

態
に
あ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
、
そ
の
調
査
が
古
代
寺
院
の
研
究
に
と
っ
て
重

要
な
知
見
を
も
た
ら
す
こ
と
が
予
測
で
き
る
。
ま
た
、
奈
良
時
代
の
様
式
を

　
　
　
　
　
　
⑨

備
え
て
い
る
梵
鐘
や
、
周
辺
に
散
在
す
る
古
墳
時
代
後
期
の
群
集
墳
と
雪
野

寺
と
の
関
係
、
さ
ら
に
は
、
平
安
時
代
以
降
の
仏
像
を
多
数
擁
す
る
現
在
の

竜
王
寺
と
の
歴
史
的
関
係
な
ど
、
検
討
を
加
え
て
い
く
べ
き
課
題
は
多
い
。

今
後
は
、
発
掘
調
査
に
よ
っ
て
寺
院
の
構
造
を
明
ら
か
に
し
て
い
く
一
方
、

考
古
学
の
み
な
ら
ず
、
建
築
史
、
美
術
史
、
仏
教
史
な
ど
を
含
め
た
幅
広
い

見
地
か
ら
総
合
的
に
研
究
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

①
　
柏
倉
亮
吉
『
雪
野
寺
跡
発
掘
調
査
報
告
』
（
『
日
本
古
文
化
研
究
所
報
告
』
第
七

　
一
九
三
七
年
）
。

②
　
坪
井
清
足
・
猪
熊
兼
勝
・
小
林
謙
一
・
井
上
和
人
編
『
日
本
と
韓
国
の
塑
像
』

　
（
『
飛
鳥
資
料
館
図
録
』
第
一
四
冊
　
一
九
八
五
年
）
。

③
柏
倉
亮
吉
注
1
一
五
頁
。

④
坪
井
清
足
ほ
か
注
2
五
六
頁
。

⑤
　
柏
倉
亮
吉
　
注
1
　
一
五
頁
。

⑥
小
林
行
雄
「
薪
署
雪
野
寺
跡
発
掘
調
査
報
出
口
」
（
『
考
古
学
』
第
九
巻
第
一
号

　
一
九
三
八
年
）
、
同
「
紹
介
雪
野
寺
跡
発
掘
調
査
報
告
」
（
『
史
林
』
第
一
一
三
巻
第

　
二
号
　
一
九
三
八
年
目
。

⑦
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
上
原
真
人
氏
が
一
九
七
四
年
に
踏
査
さ
れ
、
雪
野
寺

　
跡
例
と
同
じ
文
様
を
も
つ
川
原
奪
式
軒
丸
瓦
や
須
恵
器
の
出
土
を
確
認
さ
れ
た
。

　
わ
れ
わ
れ
も
調
査
の
期
陸
中
、
現
地
の
踏
査
を
行
い
、
瓦
の
散
布
を
確
認
し
て
い

　
る
。
上
原
氏
の
ご
教
示
に
感
謝
す
る
。

⑧
丸
山
竜
平
「
原
始
・
古
代
の
竜
王
町
」
（
『
竜
王
町
史
』
上
巻
一
九
八
七
年
）
。

⑨
坪
井
良
平
「
近
江
竜
王
寺
鐘
」
（
『
考
古
学
』
第
六
巻
葉
｝
碧
一
九
聾
五
年
）
、

　
同
『
日
本
の
梵
鐘
』
（
一
九
七
〇
年
）
穴
四
頁
。

　
岡
村
秀
典
（
京
都
大
学
文
学
部
助
手
　
京

　
曲
鍵
田
哲
郎
　
（
｛
阻
都
大
一
一
文
学
部
助
輩
す
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